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心
と
向
学
心
か

ぢ
め
く
豊
か
な
人
生
は
、

瀞鱗輝蕊嬢蕊燕蕊鳶溌織鱸…鋒譲§;鱗蟻i3蕊熟議鐸涛蕊蕊懲り；

第15回農協婦人部大運動会では，みんな積極的に参加し，

楽しんでいます。これも学習の一つといえます。

（8月18日旧)，高萩小学校校庭で）

鞠

新
し
い
風
「
生
涯
学
習
」

あ
な
た
は
、
自
由
時
間
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い

ま
す
か
。
人
生
八
○
年
時
代
と
い
わ
れ
て
い
る
今
日
、

自
分
の
人
生
を
よ
り
一
層
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め

に
は
、
自
ら
進
ん
で
学
習
し
、
社
会
の
変
化
に
取
り
残

さ
れ
な
い
よ
う
に
自
分
自
身
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
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楽
し
み
な
が
ら
宜
分

中
央
公
民
館
で
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
中
。
高
生
ボ
ラ
ン
テ
ヨ
ア
ス
ク
ー
ル

の
参
加
者
（
八
月
一
八
日
日
～
二
○
日
脚
）

紳
瀧
び

死
ぬ
ま
で
、
う
る
お
い
の
あ
る

世
代
が
生
涯
、
絶
え
ず
楽
し
み

涯
学
習
と
呼
び
ま
す
。
つ
ま
り
、

み
な
が
ら
自
ら
を
高
め
る
、
自

、
仲
間
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
、

す
。

代
の
流
れ
、
そ
し
て
、
そ
の
主

で
す
。
そ
こ
で
今
月
号
で
は
、

取
り
組
み
を
は
じ
め
た
生
涯
学

ま
し
よ
う
。
』
灘
鍔
患

学
習
と
い
う
言
葉
に
ど
ん
な
響

年
寄
り
の
こ
と
で
私
た
ち
に
は

る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し

や
轆
域
が

篭

買野唾

（

》

亀
逼
弓
冒
國
診
ケ
ー
ｆ
箇
畠
壷

蕊
②テレフォンサービス「市政案内」は23－1151 ． 1152です－



が

自
由
時
間
が
増
え
た
り
、
高
齢
化
や
高
度
情
報
化
が
進
み
、

私
た
ち
の
生
活
も
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴

っ
て
私
た
ち
も
、
時
代
の
変
化
に
応
じ
た
学
習
が
必
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
も
表
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
が
学
べ
る
学
習
機
会

の
拡
大
や
充
実
が
求
め
ら
れ
、
豊
か
な
人
生
を
味
わ
い
た
い
と
い

う
市
民
の
み
な
さ
ん
の
学
習
意
欲
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
社
会
的
に
は
も
ち
ろ
ん
市
民
の
み
な
さ
ん
の
欲
求
の
変
化

に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
（
図
こ
の
と
お
り
、
学
校
教
育

や
家
庭
教
育
、
社
会
教
育
は
、
お
互
い
に
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
や

連
携
を
強
め
な
が
ら
、
体
験
学
習
を
通
じ
て
楽
し
み
な
が
ら
学

習
で
き
る
機
会
で
あ
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

鰯 鞠生涯零甥響睡懲
図1）

生を楽しく豊かに生きる。

自分を再発見する。

趣
味
、
健
康
、
伝
統
・
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
職
業
能
力
の
向
上
、
サ
ー

ク
ル
活
動
、
各
種
講
座
、
イ
ベ

ン
ト
、
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
な
ど

全
て
の
学
習
は
生
涯
学
習
で
す
。

識謡
を並

ー

捕｡餅
推
進
委
員
は
、
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。
（
敬
称
略
）

〈
市
民
代
表
》

ち
か
Ｌ

ひ
ろ
み

○
熊
坂
凡
（
松
岡
中
学
校
長
）
○
黒
沢
溥
美
（
高
萩
工
業
高
等
学

校
長
）
○
八
巻
恒
男
（
社
会
教
育
委
員
）
○
佐
原
美
知
子
（
社
会
教

育
委
員
）
○
荒
井
幸
道
（
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
）
○
鈴
木
朝

た
つ
ぞ
う

夫
（
体
育
指
導
委
員
）
○
沼
野
辰
三
（
商
工
会
理
事
）
○
関
口
光
恵
（
図

書
館
読
み
間
か
せ
グ
ル
ー
プ
）
○
田
村
き
く
江
（
福
祉
ボ
ラ
ン
テ

み
つ
じ
ゅ

ィ
Ｚ
ｏ
黒
沢
光
壽
（
、
ン
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
）
○
荒
川
昇
三
（
埋
蔵
文

化
財
指
導
員
）
○
岩
本
広
子
（
会
社
役
員
）
○
村
田
純
一
（
青
団
連
）

○
石
川
礼
子
（
会
社
員
）
○
大
場
道
男
（
会
社
員
）

〈
行
政
〉

○
企
画
課
○
市
民
活
動
課
○
衛
生
課
○
福
祉
事
務
所
○
社
会
教

育
課
○
中
央
公
民
館
○
松
岡
地
区
公
民
館
○
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
○
図
書
館
○
歴
史
民
俗
資
料
館
○
文
化
会
館

高
萩
市
で
も
、
す
で
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
こ
の
生
涯
学
習

と
呼
べ
る
も
の
が
た
く
さ
ん
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
体

系
づ
け
た
中
で
、
よ
り
一
層
の
生
涯
学
習
の
推
進
、
市
民
総
参

加
の
活
動
に
し
て
い
く
た
め
、
今
年
の
五
月
二
三
日
嗣
、
一
五

人
の
み
な
さ
ん
を
委
員
と
す
る
生
涯
学
習
推
進
委
員
会
が
発
足

し
ま
し
た
。
こ
の
委
員
会
は
、
社
会
教
育
委
員
や
公
民
館
運
営

審
議
会
委
員
、
小
・
中
・
高
校
長
、
市
民
の
代
表
な
ど
一
五
人

と
市
の
関
連
各
課
な
ど
二
課
等
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
要
望
の
把
握
や
生
涯
学
習
の
推
進
本
部
・
セ
ン
タ
ー
の
設
置

な
ど
の
組
織
・
体
制
づ
く
り
、
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
等
の

検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
生
涯
学
習
の
関
連
事
業
調

査
や
情
報
の
提
供
、
相
談
体
制
の
整
備
、
関
連
施
設
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
、
基
盤
整
備
と
し
て
の
施
設
整
備
、
指
導
者
登
録
・

養
成
な
ど
の
検
討
も
そ
の
、
王
な
仕
事
で
す
。

蟻 ー

▼費用の限界

学習費用の自己負担限度額は, 1か月平

均8,330円です。市民の身近な学習機会

はやはり｢市の主催事業｣といえますが，
高額を支出しても生涯学習に取り組もう

という人に，市としても，常により良い

事業を行うよう心がける必要があります。

男性は｢自分ひとり， または家族｣とが

50.9％を占め，女性は｢市の事業｣が36.6

％とともに第1位-で~ず｡男性は,｢企業研

修｣という形で生涯学習を実践しており，
女性は｢~市の事業｣やr民間の個人教授｣な

どが主要な学習方法になっており，行政

市民のみなさんは,全体として学習･文

化活動に積極的な意義を見いだしていま

す。 『人間関係を広げる｣,｢人生を豊かに

する」が上位に占められ， 「知識を高め｣，
｢ストレスを解消｣｢老化防止｣につながる

ような積極的な事業が望まれています。
や民間機関の充実を望んでいるようです。

③



新しい風畦涯学習」蕊蕊
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次
に
、
新
し
く
推
進
委
員
に
な
ら
れ
た
五
人
の
み
な
さ
ん
に
、
生

涯
学
習
に
つ
い
て
そ
の
考
え
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

い
つ
で
も
、
ど
種
で
も

》
雫

ゞ

壬

ゞ

《

ゞ
一

ゞ
ゞ

、ゞ

一
一》ゞ

》

》
三
』
許
》
季
》
《
召
一
三
Ｆ
一
、
〆

華
垂
蒜
一
己
龍
い

、

』

、

ゞ

》ゞ、、一

、
》

一

一

室

怠
穂
謹
壱
学
習

生
涯
学
習
は
、
決
し
て
新
し
い
も
の
で
は
な
く
、
す
で
に
、
高
萩

で
も
た
く
さ
ん
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
市
や
民
間
で
行
わ
れ

て
い
る
も
の
を
総
ざ
ら
い
し
て
、
き
ち
っ
と
整
理
、
分
類
し
て
市
民

の
み
な
さ
ん
に
知
ら
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

公
民
館
活
動
の
延
長
や
教
育
委
員
会
が
窓
口
に
な
る
の
で
は
な
く
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
が
学
べ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

は
、
も
っ
と
太
い
柱
を
建
て
る
必
要
が
あ
り
、
市
長
自
ら
が
生
涯
学

習
の
先
頭
に
立
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。
早
い
時
期
に
組
織
・
基
本
大

綱
・
計
画
の
整
備
が
望
ま
れ
ま
す
。

企
業
の
中
に
あ
る
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
も
、
現
在
、
社
員
に
限

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
将
来
は
、
市
民
の
参
加
も
考
え
ら
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
人
は
、
日
々
を
、
一
芸
、
一
趣
味
、
一
研
究
を
楽
し
ん

で
習
う
、
そ
れ
が
長
く
続
い
て
い
く
の
が
、
生
涯
学
習
で
す
。
で
き

れ
ば
市
民
総
参
加
の
生
涯
学
習
に
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

高
萩
で
は
、
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
な
の
で
、
徹
底
し
た
討
論
が

必
要
で
す
。
私
は
生
涯
学
習
は
、
ま
ち
お
こ
し
、
地
域
づ
く
り
な
ど
、

ま
ち
の
活
性
化
を
図
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。 §

為… 一

“錘

つれ お

八巻恒男さん

（安良川） ’

市民総参加
： の
で

陰生涯学習に

一
》

平
成
四
年
度
か
ら
小
学
校
一
・
二
年
生
で
、
社
会
科
と
理
科
が
な

く
な
り
生
活
科
が
新
設
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
小
学
校
に
入
っ
て
も

幼
稚
園
な
ど
の
集
団
で
遊
び
な
が
ら
、
楽
し
み
、
学
ん
で
い
く
手
法

を
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
自
分
を
み
つ
め
さ
せ
、
自
分

と
身
近
な
社
会
・
自
然
と
の
関
わ
り
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
一
番
興

味
を
も
つ
も
の
を
中
心
に
し
て
、
子
ど
も
た
ち
自
身
で
創
意
工
夫
し

な
が
ら
自
立
の
基
礎
を
培
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
中
学
校

で
も
平
成
五
年
度
か
ら
、
選
択
教
科
が
拡
大
さ
れ
、
個
性
を
伸
ば
す

た
め
、
好
き
な
も
の
を
多
く
学
べ
る
機
会
を
増
や
し
て
い
ま
す
。
そ

の
ね
ら
い
は
、
体
験
学
習
で
す
。
な
ん
で
も
や
っ
て
み
て
、
そ
の
中

か
ら
自
分
で
問
題
を
見
つ
け
、
自
分
で
解
決
す
る
、
身
を
も
っ
て
覚

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

学
習
と
い
う
の
は
、
学
校
だ
け
で
な
く
生
涯
学
ん
で
い
く
と
い
う

生
涯
学
習
の
考
え
方
を
体
で
感
じ
と
ら
せ
て
い
く
も
の
で
す
。
そ
う

い
う
意
味
で
、
学
校
教
育
は
生
涯
学
習
の
基
礎
づ
く
り
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
力
を
入
れ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
人
の
た
め
に
奉
仕
す
る
こ
と
は
大
き
な
学

習
と
財
産
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
も
っ
と
、
市
の
施
策
が

市
民
憲
章
の
具
現
化
に
焦
点
を
あ
て
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

輔翫

蟻 蕊 篭

ちかし

凡さん

萩）

ひろ み

黒沢溥美さん

（石滝）

熊坂
（高

学校中心の藤
教育には鮭
たくさんの燕

･施

二問題があった蕊

学校教育は

生涯学習の

基礎づくり

調
査
猫
渓
打
ち
刊
だ
課
題
は
？

奎
体
的
に
み
て
斑
弱
民
の
み
な
さ
ん
の
生
蕊
蕊
習
に
対
す
る
意
欲
、

関
心
は
高
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
の
祇
套
教
育
や
公
民
館
学

習
だ
け
で
な
ぐ
、
高
校
や
企
業
な
ど
の
協
力
鱈
支
援
な
ど
を
得
て
、

全
市
的
な
視
野
で
学
習
機
会
を
設
定
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
の
で
は
な
い
で
Ｌ
よ
う
か
。

＊
＊

ア
ン
ケ
ｊ
ｆ
に
ご
回
答
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
ｒ
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
葱
津
ま
通
だ
が
市
で
は
蚕
ア
ン
ケ
．
Ｊ
飛
鰭
蕊
溶
参
考
に
し
ゞ
玉

設ざ、

、
韻
》

出
葎
曇
設

嘩》設七、詫

設討ざ》』》〕韓設Ｆ韻

、
く
蝉
段
段

、

今
後
、
高
萩
恵
の
生
涯
学
習
を
推
進
し
て
い
ふ
・
證
定
で
す
。

平
成
六
年
度
か
ら
高
等
学
校
で
も
、
情
報
学
習
の
促
進
や
家
庭
科

の
男
女
必
修
、
課
題
学
習
（
男
・
・
・
工
学
、
女
…
運
動
）
な
ど
学
習
の

内
容
が
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
学
校
中
心
の
教
育
に
は
た
く
さ
ん

の
問
題
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
い
ま
ま
で
の
学
歴
社
会
の
弊
害

の
精
算
や
教
育
へ
の
過
度
の
依
頼
、
科
学
技
術
の
進
歩
な
ど
、
時
代

の
変
化
に
伴
う
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

生
徒
の
多
様
化
と
家
庭
の
変
化
な
ど
に
よ
り
学
校
教
育
は
、
社
会

教
育
や
家
庭
で
行
う
べ
き
分
野
に
ま
で
入
っ
て
き
て
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
部
分
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
生
涯
学

習
は
、
そ
う
い
う
時
代
の
要
請
と
い
う
か
、
総
合
的
な
学
習
を
お
互

い
が
補
い
つ
つ
楽
し
み
な
が
ら
、
自
分
で
や
っ
て
み
た
い
こ
と
を
手

を
動
か
し
体
で
学
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。 生涯学習への対応では， 『市の施設を増

やすJが31 ;9％で最多。続いて｢情報の提

供jが30.3％となっています。 「市は何も

しなくて良いｺは,わずか1 .7％で， 何ら

かの市への対応要望を求めています。

④
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§
甲

；
児
陥
弔
用

：

常
用
配

§
閏

＃
児
陥
毘

；
：
＄
中
中

申

噌
q』

中
中

卍
モ
モ

：
：
1

鍵'みなさ/tで

おでかけ

ください

､10月6日(日）

あ
ま
り
む
ず
か
し
く
大
上
段
に
な
ら
な
い
で
考
え
た
い
で
す
ね
。

み
な
さ
ん
が
、
す
で
に
や
っ
て
い
る
活
動
を
き
ち
ん
と
位
置
づ
け
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

特
に
、
小
グ
ル
ー
プ
で
何
か
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
な
か

な
か
そ
の
指
導
者
が
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
市
民
の
中
の
指
導
者
や

教
授
陣
の
一
覧
表
を
作
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
情
報
と
し
て
知
ら

せ
る
、
こ
れ
も
行
政
の
大
き
な
仕
事
の
一
つ
で
す
。

だ
れ
で
も
が
や
っ
て
い
る
こ
と
、
望
ん
で
い
る
こ
と
が
、
仲
間
に

入
っ
て
一
緒
に
手
軽
に
で
き
る
、
こ
れ
が
、
学
習
の
は
じ
ま
り
で
す
。

そ
し
て
、
長
く
継
続
で
き
る
こ
と
が
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
が

生
涯
学
習
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

に

:; ､. , ： . ． ： ひろゆき

川上裕之さん

○生涯学習

シンポジウム

○文化講演会

鶴 荒川昇三さん

を 1下手綱］

§市民教授陣の
者

＃ 一覧表の
で

鳶 情報を

蝋
*生涯学習シンポジウム

: ::パネルディス:力",ショ
， ． 、 、 §笈

ンr新’しい風生涯学習」

じかん午後1時から

3時まで

ところ文化会館

コーディネーター ．
･ -; " " ひろゆ、豊 ; ､ 鷺息 .f

… 川上裕之さん

(7ENHKチーフｱﾅｳﾝｻｰ）

パネラー
きりんじ

北陣親方（元麟麟児）

神津カンナさん

＃承作家)〆

阿部進さん

（教育評論家，

カバゴン）

菊地龍三郎さん

”＃ 《(茨大教授）

きた

北
じ人

陣 親方

何
も
、
さ
あ
、
勉
強
だ
と
構
え
ず
に
興
味
を
も
っ
て
い
る
も
の
を

や
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
学
習
体
制
は
、
市
民
の
自
由
時
間
帯
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
行
く
こ
と
が
必
要
で
す
ね
。
た
と
え
ば
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
祝

日
に
閉
め
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
な
…
…
。

市
民
が
使
い
た
い
と
き
に
使
え
る
施
設
を
開
放
す
る
、
こ
れ
が
学

習
の
場
の
提
供
で
す
し
、
市
の
大
き
な
使
命
だ
と
思
い
ま
す
。
今
あ

る
施
設
の
最
大
限
の
上
手
な
利
用
を
図
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

数
年
先
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
設
置
と
Ｏ

Ａ
化
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
ど
う
し
て
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
生
涯
学
習
と
い
う
と
、
お
年
寄
り
の
こ
と
だ
と
い
う
誤
っ

た
考
え
方
が
強
い
よ
う
で
す
。
若
い
人
た
ち
は
関
係
な
い
と
い
う
意

識
を
も
っ
て
い
る
の
で
，
市
報
な
ど
で
も
っ
と
良
く
説
明
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
ね
。 基

＝‘

甲

；
甲

；

I
畠
．可
正

；
：

こうず

神津カンナさん

佐原美知子さん
（島名）

使いたいときに；
屯
用

；

ﾐ
ﾓ

ﾇ
Z

I

阿部 進さん

＊文化講演会

「人づくり，地域づく

りと私の人生」

Ⅷじかん午後3時10分

から4畷45分まで

ところ文化会館

高森和子さん

（女優作家）

9月20日㈱から中央公
"熱靭

民館，市役所受付でｳ入

場整理券を発行しますの

施設を

開放Ⅸ識聯繍

蕊
ー

8月10日出，松丘高校で行われた高等学校開放講座

絶
え
ず
進
ん
で
い
く
社
会
の
中
で
、
一
人
ひ
と
り
が
心
き
ら
め
く

人
生
を
送
る
た
め
に
は
、
好
奇
心
と
向
学
心
を
も
ち
な
が
ら
自
分
に

合
っ
た
方
法
で
自
発
的
な
学
習
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

像好f"■？ ；
中

高森和子さん ：
申

]HEHE曲戸堀rnFE毎当凹奄毎』鉱j心もJ曲伊

で， たくさんのみなさん

の参加をお待ちしていま

'す。

砲門j奄悪』』"jnF錦HnU抱満麺密バ距MFmjnHafJnmj

そ
の
内
容
は
、
家
庭
教
育
や

学
校
教
育
、
職
業
教
育
の
ほ
か
、

ま
さ
に
、
多
種
多
様
で
生
活
全

般
に
わ
た
る
学
習
活
動
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

高
萩
市
で
は
、
ま
だ
、
生
涯

学
習
へ
の
取
り
組
み
が
は
じ
ま

っ
た
ば
か
り
で
す
。
新
し
い
生

涯
学
習
の
風
が
吹
く
な
か
、
そ
れ

ぞ
れ
が
自
分
の
問
題
と
し
て
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
Ｃ

そ
こ
で
、
十
月
六
日
㈹
に
文

化
会
館
で
、
生
涯
学
習
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
と
文
化
講
演
会
が
行

わ
れ
ま
す
。

＊
＊

な
お
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

ふ
る
さ
と
創
生
基
金
を
も
と
に

作
っ
た
文
化
振
興
基
金
の
事
業

の
一
部
と
し
て
実
施
す
る
も
の

で
す
。
こ
の
文
化
振
興
基
金
か

ら
は
、
今
年
は
じ
め
て
、
国
際

交
流
協
会
の
海
外
派
遣
事
業
と

こ
の
生
涯
学
習
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

文
化
講
演
会
へ
助
成
し
た
も
の

で
す
。

；
式、詫旦

⑤



紹介毎勘老月間左迎愛で

今
後
と
も
、
高
萩
市
の
高
齢
人
口
は
、
年
々
増
え
て
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
一
方
、
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
や
一
人
暮
ら
し
、

あ
る
い
は
、
お
年
寄
り
だ
け
の
世
帯
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

市
や
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
の
生
活
を

お
手
伝
い
す
る
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

高
萩
市
に
暮
ら
す
六
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
は
、
男
性
一
、
九
○
二

人
、
女
性
二
、
八
六
○
人
で
、
合
計
四
、
七
六
二
人
（
平
成
三
年
囚

月
現
在
、
住
民
登
録
人
口
）
で
、
総
人
口
の
一
三
・
四
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
、
県
平
均
の
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
回
り
、
年
々
、
急

速
な
人
口
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
（
七
ペ
ー
ジ
の
図
一
参
照
）

高
齢
化
が
急
速
に
進
む

お
年
寄
り
の
暮
ら
し
に

必

似
ふ
れ
あ
う
心

夢
狸
琵
誰

… 癖

実
態
と
、
市
が
実
施
し
て
い
る
お
年
寄
り
へ
の
福
祉
・
健
康
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

均
誤
軋
脚

一
一

灘鴬典誇t

福
毅
事
蕊
鱗

念
二
三
’
二
’
’
一
内
線
三
五
一

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
（
在
宅
老
人
短
期
入
所
事
業
）

ち
ほ
う

寝
た
き
り
や
痴
呆
性
な
ど
の
お
年
寄
り
を
お
世
話
し
て
い
る
家
族

が
、
病
気
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
一
時
的
に
家
庭
で
介
護
で
き
な
く
なしよ

う

っ
た
場
合
、
そ
の
お
年
寄
り
を
市
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
松

ら
い
そ
壱
つ

籟
荘
」
で
お
世
話
し
ま
す
。
（
原
則
と
し
て
七
日
以
内
）

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
（
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
）

寝
た
き
り
や
病
弱
な
お
年
寄
り
の
い
る
家
庭
を
訪
問
し
、
お
年
寄

り
の
介
護
や
家
事
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

日
常
生
活
用
具
給
付
（
貫
与
）
事
業

寝
た
き
り
や
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
が
日
常
生
活
を
す
る
う
え

で
、
必
要
な
用
具
を
差
し
上
げ
た
り
、
貸
し
出
し
も
し
ま
す
。
特
殊
寝

台
、
腰
か
け
便
座
、
エ
ア
ー
パ
ヅ
ト
な
ど
。

愛
の
ブ
ザ
ー

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
家
と
隣
人
宅
に
愛
の
ブ
ザ
ー
を
設

‐

平
等
〃

：
嫁
蕊
堀
＃
湾
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

霧司＆一℃口》繊織卿灘群泓岼ｎ群、一↓￥

］
鯉
二
一
・
四
％
γ
と

ス（
）

盆
二
三
’
’
’
一
｜
｜
内
線
三
五
四

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
ふ
れ
あ
い
旅
行

一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
七
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
と
、
毎
年
一

回
、
日
帰
り
の
ふ
れ
あ
い
旅
行
を
行
い
、
お
互
い
の
親
睦
と
交
流
を

深
め
て
い
ま
す
。

寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
に
見
舞
い
品

寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
に
、
夏
と
冬
、
見
舞
い
品
を
贈
り
激
励
し

て
い
ま
す
。

食
事
サ
ー
ビ
ス

お
年
寄
り
世
帯
や
七
五
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
な
ど
に
、

交
流
を
深
め
な
が
ら
安
否
と
健
康
を
確
認
す
る
た
め
、
食
事
サ
ー
ビ

ス
グ
ル
ー
プ
が
毎
月
一
回
、
二
班
に
分
け
て
、
第
二
・
第
四
水
曜
日

高
齢
者
住
宅
整
備
資
金
員
付
制
度

六
○
歳
以
上
の
お
年
寄
り
と
同
居
し
、
お
年
寄
り
の
専
用
居
室
な
ど

を
増
・
改
築
ま
た
は
、
改
造
し
た
い
人
で
、
自
力
で
整
備
す
る
こ
と

が
困
難
な
人
に
は
、
低
利
（
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
資
金
を
お
貸
し
し

ま
す
。

老年

識
会
霜
祉
瀧
議
裳

敬を 愛ア ミ置さ
ん
に
敬
老
祝
金
を
贈
っ
て
い
ま
す

み

人
友
愛
訪
問

地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
が
一
人
暮
ら
し
や
寝
た
き
り
な
ど
の
お

寄
り
の
み
な
さ
ん
を
訪
問
し
、
交
流
や
親
睦
を
図
っ
て
い
ま
す
。

し
て
、
お
年
寄
り
の
事
故
防
止
に
役
立
て
ま
す
。

二
・
ア
ラ
ー
ム
（
火
災
速
知
器
）

一
人
暮
ら
し
や
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
の
い
る
家
に
、
ミ
ニ
・

ラ
ー
ム
を
設
置
し
て
、
火
災
時
の
早
期
発
見
に
役
立
て
ま
す
。

の
定
期
便

七
○
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
老
人
の
安
否
確
認
、
孤
独
感
の
解
消

図
る
た
め
、
乳
製
品
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

老
祝
金
・
祝
品

七
○
歳
以
上
の
み
な
さ
ん
全
員
に
敬
老
祝
品
を
、
ま
た
八
八
歳
の

な
さ
ん
に
は
米
寿
の
記
念
品
を
、
さ
ら
に
、
八
○
歳
以
上
の
み
な、

⑥
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１％
旧

ｚに
食
事
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

八
五
歳
の
お
年
寄
り
に
座
布
団

毎
年
、
八
五
歳
に
な
ら
れ
た
お
年
寄
り
に
、
各
種
婦
人
団
体
の
作

っ
た
真
心
の
こ
も
っ
た
座
布
団
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

ミ
ニ
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

家
庭
で
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
寝
た
き

り
の
お
年
寄
り
な
ど
に
、
健
康
の
保
持
と
地
域
福
祉
の
増
進
を
目
的
と

し
、
施
設
「
愛
正
園
」
に
委
託
し
て
、
入
浴
、
生
活
指
導
、
休
養
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

綴
耀
愈
溌
鎮
ｉ

冠
二
四
’
二
一
二
一

リ
ハ
ビ
リ
教
室

月
に
三
回
、
脳
卒
中
な
ど
の
後
遺
症
の
か
た
を
対
象
に
、
ス
ト
レ

ッ
チ
体
操
や
ゲ
ー
ム
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
に
リ
ハ
ビ
リ
教

室
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

健
康
診
査

自
分
の
健
康
状
態
を
知
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
、
年
一
回
は
受
け
ま
し

ょ
う
。
「
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
基
本
健
康
診
査
」
「
胃
集
団
検
診
」
「
子
宮
が

か
く
た
ん

ん
検
診
」
「
肺
が
ん
（
喀
疾
）
検
診
」
「
乳
が
ん
検
診
」
「
大
腸
が
ん
検
診
」
を

10

５

昭和30年40年 50年 60年平成'元年2年 3年
(資料：昭和30～60年･国勢調査，平成元年～3年･”県統計課）

8月20日脚に行われた寝たき跳護省研修会(保健ｾﾝﾀｰ丁鳶

実
施
し
て
い
ま
す
。

寝
た
き
り
訪
問
診
査

四
○
歳
以
上
で
寝
つ
い
て
し
ま
っ
て
、
主
治
医
が
い
な
い
人
は
、

年
一
回
、
医
師
が
自
宅
に
出
向
い
て
健
康
診
査
を
行
い
ま
す
。

健
康
相
談

健
康
に
つ
い
て
の
心
配
な
こ
と
、
困
っ
て
い
る
こ
と
に
保
健
婦
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。
健
康
管
理
に
も
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
手
帳
の
交
付

健
康
診
査
や
健
康
相
談
の
結
果
を
記
録
し
て
、
自
分
の
健
康
状
態

の
変
化
が
観
察
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
五
年
分
の
内
容
が
記
録
で
き
ま
す
。

家
庭
訪
問

寝
た
き
り
や
痴
呆
性
の
お
年
寄
り
の
看
護
法
な
ど
、
保
健
婦
ま
た
は
、

訪
問
看
護
婦
が
自
宅
に
伺
っ
て
お
話
し
し
ま
す
。

食
生
活
改
善
事
業

食
生
活
改
善
推
進
貝
が
地
区
集
会
所
等
で
、
健
康
づ
く
り
の
た
め

の
食
生
活
料
理
講
習
会
を
随
時
開
催
し
て
い
ま
す
。

保
険
瀧
金
課

冠
二
三
’
二
一
一
一
内
砥
赫
二
三
三

老
人
保
健
制
度
：
：
：
七
○
歳
に
な
っ
た
人
●
や
六
五
歳
以
上
で
障
害
の

認
定
を
受
け
た
お
年
寄
り
が
病
院
に
か
か
る
時
は
、
健
康
保
険
証
と

市
で
交
付
さ
れ
る
健
康
手
帳
や
受
給
者
証
を
窓
口
に
提
示
し
、
診
療

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
診
療
を
受
け
る
時
に
は
、
次

の
よ
う
な
一
部
負
担
金
を
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
外
来
で
医
者
に
か
か
っ
た
場
合
…
一
つ
の
病
院
ご
と
に
一
か
月

八
○
○
円
を
最
初
の
診
療
日
に
支
払
い
ま
す
。

○
入
院
し
た
場
合
：
・
入
院
し
た
一
日
に
つ
き
四
○
○
円
を
、
退
院
す

る
ま
で
支
払
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
老

齢
福
祉
年
金
受
給
者
の
人
で
、
市
の
認
定
を
う
け
た
人
は
二
か
月

を
限
度
と
し
て
一
日
に
つ
き
三
○
○
円
と
な
り
ま
す
。

ｏ
老
人
保
健
制
度
は
、
七
○
歳
に
な
っ
た
翌
月
か
ら
該
当
し
ま
す
。

該
当
者
に
は
通
知
し
ま
す
の
で
、
ハ
ン
コ
と
保
険
証
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

ｰ

ー

凄さ/f,を駁愛し 認し局滞の L麦ナみ 》
、／ ､

9月の敬老週間を迎え，市では，家族のため，地域のため，みんなのために

と多年にわたって社会に貢献してこられた高齢のみなさんを敬愛し，長寿をお

祝いします。これからもお元気にお過ごしください｡ (敬称略）

男 性女 性

高
齢
者
ベ
ス
ト
テ
ン

氏

山野辺

助友

鈴木

松田

下山田

吉田

大山

山形

沼田

鈴木

幟
－
１
’
２
’
３

森
丸
谷
藤
田
田
代
藤
田
藤

妖
大
西
大
齋
内
水
矢
後
藤
後

御
一
る
一
つ
一
と
一
セ
’
て
一
ク
｜
ろ
一
て
一
ね
一
よ

輪
一
兜
一
Ｗ
｜
Ｗ
”
｜
％
｜
妬
一
妬
一
妬
別
｜
別

雄
一
１
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８

3｛息名・
は1Jめ

甫

亀治

一司

一郎

尚方

義雄

一郎

正夫

才介

滝次郎

輪
一
Ｗ
｜
弧
一
別
一
例
一
例
一
帥
一
帥
一
卯
一
帥
一
帥

住訶所

本町

安良川

本町

下手綱

秋山

春日町

安良川

春日町

高萩

有明町

生年月日

M26.8.18

M26.12. 1

M27.4.3

M27.9.20

M27.11.17

M28.9.25

M29.5.5

M29.7．9

M29.10. 1

M30.2.23

住所

高戸

本町

東本町

下手綱

東本町

大和町

安良川

安良川

有明町

高浜町

生年月日

M27.8．31

M29.9.9

M30.2.28

M32.11.14

M33.4.20

M33.10.15

M33.10.21

M34. 1.26

M34．3.23

M34.5.5

は
一
み
さ
一
ナ
｜
ひ
一
キ
｜
ひ
す
一
み
一
ち

４
’
５

６
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
９
ｌ
Ⅷ

９
｜
帥

(平成3年8月31日現在）
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市民記んにちは
一

書
←

白圭一 ○

よりよい職員像を

目指じて

市
民
記
者
○

と
し
こ

樫
村
淑
子
さ
ん
少
な
い
経
費
で

（
安
良
川
）
効
率
良
い
運
営
を

職員課a23-2111内線251

鋸
鑿

樫
村
職
員
課
と
い
い
ま
す
と

ど
の
よ
う
な
課
で
す
か
。

伊
藤
職
員
の
給
与
や
研
修
、

健
康
管
理
、
福
利
厚
生
な
ど
や
、

人
事
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。

樫
村
福
利
厚
生
の
な
か
で
、

女
性
の
冊
産
休
暇
は
、
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

伊
藤
出
産
前
が
六
週
間
、
出

産
後
が
八
週
間
の
休
暇
で
す
。

樫
村
私
た
ち
は
、
そ
の
後
さ

ら
に
半
年
か
ら
二
年
の
休
職
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
…
。

伊
藤
今
の
と
こ
ろ
幼
稚
園
の

先
生
と
保
育
所
の
保
母
さ
ん
に

は
、
子
ど
も
が
一
歳
に
な
る
ま

で
育
児
休
業
を
認
め
て
い
ま
す
。

国
で
は
、
現
在
、
一
般
事
務
職

員
に
つ
い
て
も
育
児
休
業
が
取

脅蕊
4．裟踵

[託…
ー

市民のための市役所ですが，そ

の中には，働く職員の福利厚生や

より仕事を習得するための研修を

行う職員のための課が，企業と同

様にあるのですね。
ー

ノ

れ
る
よ
う
法
制
化
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

樫
村
働
き
な
が
ら
子
ど
も
が

育
て
ら
れ
、
さ
ら
に
育
て
や
す

い
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
も
、

休
職
が
認
め
ら
れ
て
欲
し
い
で

す
ね
。

伊
藤
そ
う
で
す
ね
。
近
々
、

認
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
で

も
、
今
の
人
手
不
足
の
中
で
休

職
考
の
仕
事
を
補
う
人
手
を
確

保
す
る
の
は
難
し
い
で
す
ね
。

特
に
、
保
母
さ
ん
な
ど
は
、
い

つ
も
困
っ
て
い
ま
す
。

樫
村
人
を
増
や
せ
ば
良
い
こ

と
な
の
で
し
ょ
う
け
ど
。

伊
藤
え
え
、
職
員
を
増
や
せ

れ
ば
問
題
は
な
い
の
で
す
が
、

職
員
数
は
、
効
率
的
な
行
政
運

営
、
健
全
財
政
の
面
か
ら
長
期

的
な
展
望
に
た
っ
て
条
例
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
む
や

み
に
採
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
で
す
か
ら
、
現
在
の
職

員
数
で
、
効
率
良
い
運
営
を
す

る
た
め
の
努
力
が
必
要
と
な
り

ま
す
ね
。

樫
村
そ
う
で
す
か
。
職
員
の

異
動
は
あ
る
の
で
す
か
。
長
く

同
じ
什
事
を
し
て
い
る
と
専
門

的
に
な
っ
て
し
ま
い
、
い
ざ
異

動
す
る
と
な
る
と
、
そ
の
仕
事
か

ら
離
れ
た
く
な
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
す
が
。

伊
藤
一
つ
に
は
、
地
方
公
務

員
と
し
て
の
知
識
を
習
得
す
る

た
め
に
、
県
が
主
催
す
る
研
修

で
す
。
こ
れ
は
、
他
市
町
村
の

職
員
と
一
緒
に
五
日
間
く
ら
い

過
ご
し
ま
す
の
で
、
他
の
役
所

と
の
情
報
交
換
に
も
良
い
機
会

で
す
。
さ
ら
に
専
門
的
な
内
容

を
習
得
す
る
研
修
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
職
員
課
な
ら
人
事

関
係
事
務
を
、
財
政
課
な
ら
財

政
事
務
に
関
す
る
こ
と
な
ど
，

直
接
、
事
務
に
関
す
る
研
修
で

す
。
職
員
課
が
主
催
す
る
研
修

も
あ
り
ま
す
。
今
年
、
初
め
て

な
の
で
す
が
、
英
語
指
導
助
手

だ
っ
た
ジ
ョ
ナ
サ
ン
先
生
を
講

師
に
英
会
話
講
座
を
開
き
ま
し

知
識
の
習
得
に
、
研
修

の
機
会
を
つ
く
り
ま
す

伊
藤
異
動
は
、
研
修
の
一
つ

で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
に
携

わ
る
こ
と
で
違
っ
た
経
験
が
得

ら
れ
ま
す
。
異
動
を
重
ね
る
こ

と
に
よ
り
、
ひ
と
ま
わ
り
大
き

く
な
れ
る
し
、
将
来
、
管
理
職

と
な
っ
た
場
合
に
、
さ
ら
に
良

い
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

樫
村
異
動
は
、
研
修
で
す
か
。

そ
う
考
え
る
と
大
切
な
こ
と
で

す
ね
。
職
員
の
研
修
に
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

（
）

氏

且鴎臼員忘
れ
ら
れ
な
い
味
覚
き
り
た
ん
ぽ

は
ち
も
妙
墜
ぽ
た
お
が
お
ゞ
が
ぶ
り

私
の
故
郷
は
、
「
秋
田
名
物
、
八
森
鯖
、
男
鹿
で
男
鹿
獅

ゞ
の
し
ろ
＃
為
ん
け
い
ひ
や
ま
：
お
お
だ
て
ま
わ

．
、
能
代
春
慶
、
桧
山
納
豆
、
大
館
曲
げ
輪
っ
ぱ
」
の
籍
調

子
、
秋
田
音
頭
で
知
ら
れ
る
秋
田
県
大
館
市
で
す
。
大

よ
れ
し
る

館
市
は
、
県
北
部
、
米
代
川
沿
い
に
開
け
た
大
館
盆
地

の
中
心
地
で
す
。
霞
た
、
盛
岡
か
ら
発
車
す
る
花
輪
線

の
終
着
駅
で
、
「
ハ
チ
公
物
語
」
で
有
名
な
秋
田
犬
の
群

像
が
、
駅
前
で
み
な
さ
ん
を
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

国
の
伝
統
工
芸
品
と
し
て
、
指
定
を
受
け
て
い
る
も

、

“

ま

さ

め

の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ぱ
ぺ
秋
田
杉
の
柾
目
を
薄
く
は
い

て
煮
沸
し
柔
ら
か
く
し
て
曲
げ
、
輪
を
作
り
、
桜
の
木
の

皮
で
縫
い
止
め
て
仕
上
げ
る
「
大
館
曲
げ
輪
っ
ぱ
』
で
す
。

ま
た
故
郷
の
忘
れ
ら
れ
な
い
味
覚
の
一
つ
に
「
き
り

た
〃
ぽ
」
が
あ
り
ま
す
。
冬
の
夜
長
に
、
ご
飯
を
ね
つ

み
そ

て
炭
火
で
焼
き
、
味
噌
を
塗
っ
た
り
、
鶏
鍋
に
入
れ
た

り
し
て
食
べ
ま
す
。
故
郷
を
離
れ
て
二
十
数
余
年
に
な

い
ろ
“
卿
マ

リ
ま
す
が
、
囲
炉
裏
を
囲
ん
で
食
べ
た
味
が
忘
れ
ら
れ

ず
、
年
に
何
度
か
親
し
い
仲
間
と
「
き
り
た
ん
ぽ
」
を

作
り
、
故
郷
を
思
い
出
し
て
い
ま
す
。
北
国
の
厳
し
く

長
い
冬
が
過
ぎ
、
草
花
が
芽
吹
き
、
リ
ン
ゴ
の
花
が
咲

き
乱
れ
る
こ
ろ
の
和
＆
あ
の
自
然
の
美
し
さ
に
勝
る
も
の

は
他
に
な
い
で
し
ょ
う
。

ず
い
ぶ
ん

第
二
の
故
郷
、
高
萩
市
も
随
分
変
わ
り
ま
し
た
・
森

林
、
海
、
歴
史
的
遺
産
、
優
れ
た
資
源
に
恵
ま
れ
て
い

蕊
：
：
：
↑
、

ｒ

、

郡

"b

鋸蕊§
"b

鋸蕊§
"b

鋸蕊§

戸
田
武
夫
さ
ん

（
高
浜
町
）

ゞ
郷
胤
鱗

…

⑬



鱗
鍛
錬
鐘
》
鱸
鋳
鋼
鱗
鍛
蝿
騨
識
韓
癖
識
鱗
鱗
鱗
鱗
蝉
蝉
》
識

蕊
蕊
簿
鵜
殿
鵜
殿

○
話
し
手
○

蕊
鱗
騨
鍵
蕊
蕊
蕊
繍
鶴
蕊
蕊
蕊
織
蟻

松
岡
小
学
校
前
の
ま
ち
並
み
は
、

残
し
て
お
き
た
い
一
角

松
岡
小
学
校
前
の
ま
ち
並
み
は
、

残
し
て
お
き
た
い
一
角

鱗鍵鎌'鱗鍵鎌'

｡ふ毎弓弓弓

密# ‘ # ;

f 織
1i h増えている仕事量を今の職員数で

稼箪蕊盛嘩延J急

へ
い
じ
ゆ

伊
藤
平
樹
さ
ん

（
職
員
課
長
）

蝿

岬

岬

鮪

岬

榊

岬

岬

錐

州

蝿

鋤

》

》

蜜

鍔
一
雷
》
岬
《
岬
岬
蝿
岬
蝿
》
》
蝿
》
緬
榊
い
》

蕊
癖
謹
鑑
識
蕊

た
。樫

村
英
会
話
講
座
と
は
、
お

も
し
ろ
い
で
す
ね
。

伊
藤
受
講
希
望
者
は
、
多
か

っ
た
で
す
よ
。
初
め
は
戸
惑
っ

て
い
た
よ
う
で
す
が
、
ジ
ョ
ナ

サ
ン
先
生
の
片
言
の
日
本
語
と

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
が
人
気
で
、
週
一

回
一
時
間
な
の
で
す
が
、
楽
し
く

受
講
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
機

会
が
あ
れ
ば
、
ま
た
開
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

樫
村
私
の
会
社
で
は
、
通
信

講
座
が
受
け
ら
れ
、
希
望
が
認

蝿
》
織
鍛
職
榊
》
綱
蝉
》
蝉
》
》
》
》
織
蝿
嘩
鍛
》
蛎
緬
鋼
鍛
》
酔
蓉
《

●
郡
●
辮
》
》
》
岬
蝿
鍬
岬
織
蝉
蝿
癖
》
》
、
》
燕

紳
榊
榊
蝿
蝿
蝿
蝿
蝿
》
》
》
嘩
鈴
姻
蝉
》
蝉
織
幟
榊
榊
蝿
岬
獅
諦
》
ゞ
》
》
榊
鋤
“
鋤
岬
蝿
蝿
蝿
蝿
》

撫
瀧
蕊
蕊
蕊
蕊
蕊 開発は､古きものと

新しきものの

調和で

一師即理理理理皿岸『も■ゲ、、ｑ

赫汎雛

毒

蕊

群
難
〉
野

寿

、

毒 ＝

鯨
撫
懲
鐸
姪

心心 め
ら
れ
る
と
、
受
講
費
用
の
一

部
を
会
社
が
負
担
し
て
く
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
研
修
が
受
け

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

私
も
で
き
る
だ
け
受
講
し
て
い

ま
す
。

伊
藤
積
極
的
で
い
い
で
す
ね
。

市
で
も
同
じ
よ
う
に
一
部
負
担

す
る
通
信
講
座
を
進
め
て
い
ま

す
。
毎
年
、
二
○
人
く
ら
い
の

受
講
者
が
い
ま
す
。
自
分
で
時

間
を
作
っ
て
勉
強
で
き
る
た
め

か
、
ほ
と
ん
ど
の
職
員
が
、
修

了
証
を
受
け
て
い
ま
す
ね
。

篭
蕊

都市計画審議会委員
としお

作山壽男さん(上手綱）

今年の1月,都市計画審議会委員8人と関係機関のみなさんと

で,県南地方の牛久市を視察する機会がありました。牛久市は，

かつてはワインエ場や院展で活躍した有名な画家を輩出したこと

で知られるまちでした。現在は，茨城都民と言われる人たちが

多く通勤し，駅前開発により，大型店舗が進出し，かつての面

影は呈していませんでした。今まで首都圏としての概念は,100

キロメートルくらいでしたが，現在は世界的傾向として， アメ

リカ， ヨーロッパでも200から300キロメートルくらいが範囲と

していわれるようになりました。高萩市も将来のまちづくりを

する_上で一考しなければならないでしょう。現在，高萩市は，

新総合計画第二次基本計画に基づいた開発を進めていますが，

留意しなければならない点がいくつかあると思います。

まず， 自然破壊をおこす乱開発の防止，環境保護を考慮した

開発はもちろんですが，特に古きものと新しきものとの調和で

はないかと思います。歴史的な文化財が，比較的残存している

松岡地区は，資料的価値のある建造物，埋蔵文化財などを， い

まから関心を持って保護していく必要があります。萩市のよう

なまち並み保存までいかないまでも,小学校前の通学路である城

下町の職は,残しておきたい一角ではないでしょうか｡柏義
夫先生が， ここ数年実施されている定点写真（定期的に同じ場

所を撮る｡)測定は，調和を考える上で最良の手段ではないかと

思います。過去から未来への関連性のある開発が，重要な課題

だといっても過言ではないでしょう。

今後は，未利用地の活用を含め，人口増加に伴うゴミ処理問

題などは，市民相互の意識の向上が必要となります。市民一人

ひとりが， 問題解決に努力する時代でもあり，市民相互の健全

な良識と知恵を結集しながら開発されることが，望ましいので

はないでしょうか｡

（上手綱）

みなさんと

牛久市は，

出したこと

る人たちが

かつての面

既念は,10O

して， アメ

ハが範囲と

ちづくりを

高萩市は，

ｨ､ますが，

今年の1

で,県南地プ

かつてはワ

で知られる

多く通勤し

影は呈して

キロメート

リカ， ヨー

していわれ

する_上で一

新総合計画

留意しなけ

まず， 自

開発はもち

はないかと

松岡地区は

まから関心

なまち並み′
ふうち

下町の風致

夫先生が，

所を撮る｡）

思います。

だといって

今後は，

題などは，

ひとりが，

な良識と知

はないでし

を考慮した

との調和で

存している

などを， い

恢市のよう

略である城

うか。柏義

拘に同じ場

まないかと

重要な課題

ゴミ処理問

市民一人

目互の健全

上しいので

自 ~ﾓﾆジ
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撫
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撫
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蕊
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融
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樫
村
通
信
講
座
は
、
自
宅
研

修
と
な
り
ま
す
の
で
、
急
ぎ
の

仕
事
が
入
っ
た
り
す
る
と
、
継

続
し
て
受
講
す
る
の
が
難
し
い

こ
と
も
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
で

も
、
勉
強
に
は
な
り
ま
す
ね
。

伊
藤
勤
め
て
い
る
と
な
か
な

か
時
間
を
つ
く
る
の
が
大
変
で

し
ょ
う
が
、
職
員
か
ら
の
希
望

も
多
い
の
で
、
今
後
も
、
よ
り

よ
い
職
員
像
を
目
指
し
て
、
で

き
る
だ
け
こ
の
よ
う
な
自
己
啓

発
と
な
る
研
修
の
機
会
を
取
り

入
れ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

瀧
群
”
鎚
溌
織
醤
》
遜
蕊

雪

慧

認

蕊

蕊

§蝿f
1渉轄,
1溌斑
f､嘩

蕊

段が萱

i鑓
申

鳶 ー

患

灘驚

蕊

雛
撚
蕊
灘
漢
謬
篭
蕊
糠
溌
議

識
{漣f

綴

唾
‐
ｒ
〈
～
１
１
‐
，
。
■
■
■
■
■
■
■
盛

〆
博
ノ
ー
ノ
‐
少
、
、
，
ｆ
Ｅ
Ｊ
人

一
○
市
○
Ｊ
、
ｌ

館

、一夕

I全

域
、
そ
Ｌ
一

思
い
ま
す
や

る
高
萩
寵
Ｊ
こ
れ
か
ら
．
も
ス
ポ
ー
ヅ
を
通
じ
、
伸
關
た

ち
と
と
も
に
豊
か
な
自
然
環
境
、
明
る
く
健
康
的
な
地

域
、
そ
し
て
人
づ
く
り
に
寄
与
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と

蜘 ；
印⑪

》
鵜
鱗
繍
繍
騨
淨
繍
鱗
繍
騨
雛
鶴
灘
鱗
灘
繍
蝿
鱗
鵜
繍
鱗

忌琵
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對
蟻
調
患
然
瀦
燕
灘
弾
蕊
養
溌
蕊

疹
十
菰
田
湖
畔
に
画

（
昭
和
五
九
年
八
月
）

顎
鵠
轆

､‘『

善,

蕊
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…

③蕊
鯨
畢

だ
作
家
た
ち
⑭

ん生市
少
年
の
夢

の萩
一
三
回

露
評
舜
鈴
峰
懸

窓’II&/f"
蕊

一

識

動

I

…

錘
ソ

＃＃

刺
激
部謬甥畔。 緊認▽夛別

『子鹿物語jの受け付け役として(8月27日“文化会館で）

＆

大
切
と
積
極

③ こ
の
夏
、
一
番
熱
か
っ
た
の

は
高
校
生
会
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
ｐ
藍
つ
の
高
校
か
ら
蕊
ま

っ
た
一
年
生
の
一
四
人
は
、
子

ど
も
会
や
ア
ド
ベ
ン
チ
や
－
ト

ラ
ベ
ル
で
山
形
県
の
新
瀝
市
へ

行
く
な
ど
聯
子
ど
も
た
ち
の
よ

き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
各
行

事
に
参
加
し
て
き
ま
〃
た
、

栽
庄
轍
に
は
、
フ
エ
ル
ト

で
名
前
を
付
け
た
そ
ろ
い
の
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
着
て
参
加
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
と
早
く
鶏
し
み
、

、
設
一
…

活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
よ

う
に
と
の
配
慮
か
ら
で
す
。
会

長
の
我
妻
智
子
さ
ん
（
安
良
川
）

は
司
小
欝
生
の
時
、
高
梗
生
会

の
み
な
さ
ん
と
楽
し
く
活
動
し

た
こ
と
を
、
今
で
も
思
い
だ
す

小
学
校
を
卒
業
す
る
年
だ
っ
た
と
思
う
、

当
時
、
図
画
を
教
え
て
く
れ
て
い
た
本
田
広

治
先
生
（
日
立
市
茂
宮
町
に
健
在
）
に
、
「
良

い
師
を
紹
介
す
る
か
ら
、
図
案
家
に
な
ら
な

い
か
〕
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
少
年
の
私
に
は
、
そ
の
決
断
力
は
無

く
、
両
親
に
話
を
し
た
が
、
美
術
を
解
さ
な

ー

的
に
参
加

ん
で
す
。
今
度
は
、
そ
の
お
返

じ
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

裁
Ｐ
先
日
舞
徳
農
く
な
っ
た
矛

ど
も
た
ち
か
ら
手
紙
が
届
き
心

活
動
の
成
果
が
あ
っ
た
か
な
、

ど
宮
信
が
つ
き
ま
し
た
》
と
詩
。

し
て
い
ま
宙
且
嵩
授
生
会
の
〆

ン
バ
ー
は
、
子
ど
も
た
ち
の
動

き
を
見
守
り
が
題
っ
て
い
る
と

き
。
や
活
動
が
思
駁
よ
う
に
進
鱒

な
い
と
「
こ
う
す
る
と
い
い
飯
哩

と
声
を
か
け
ま
す
。
そ
の
助
言

唖
蕊
直
に
応
通
る
子
ど
も
た
ち
、

お
と
な
の
言
葉
よ
り
、
お
兄
さ

ん
お
姉
さ
ん
の
よ
う
な
高
校
生

の
話
や
行
動
を
一
目
に
す
る
こ
と
』

串
串
貼
く
砧
貼
貼
砧
“
串
串
叩
串
唖
《
》
唯
貼
串
串

で
稲
大
切
な
こ
と
が
率
直
に
俵

わ
っ
て
い
く
よ
う
で
す
。
“
“
“

↓
Ｊ
｛
ま
た
、
研
修
を
か
ね
て
ボ
ラ

＃

鐸

い
父
は
、
日
立
に
い
た
兄
に
相
談
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
兄
は
、
即
座
に
否
定
、
「
こ
れ

か
ら
は
工
業
技
術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
一

え
か

番
だ
。
絵
画
き
な
ど
だ
め
だ
四
と
一
喝
さ
れ

少
年
は
夢
破
れ
て
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
道
を
歩

む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

太
平
洋
戦
争
が
破
局
に
向
か
え
つ
つ
あ
る尺

高
■
校
生
会

ン
テ
イ
ア
ス
ク
ー
ル
に
参
加
し

た
高
森
理
恵
さ
ん
（
東
本
町
）
は
、

障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
た
め
の

、
韻
、
瞳
吋

ボ
ヅ
ボ
教
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

高
森
さ
ん
は
「
障
害
が
あ
る
と

言
っ
て
も
、
ち
ょ
っ
と
年
を
貸

し
て
あ
げ
る
と
普
通
の
子
と
同

じ
よ
う
に
動
け
ま
す
。
“
障
害
が

あ
る
人
は
、
そ
の
ち
ょ
っ
と
を

と
て
窓
必
要
と
し
て
い
る
よ
う

で
す
ね
。
そ
れ
を
補
う
の
が
、

普
通
に
生
ま
れ
た
私
た
ち
の
使

命
だ
み
と
感
じ
ま
Ｌ
た
〕
と
話

し
て
い
ま
す
。
高
校
生
会
で
は

〃
刺
激
が
大
切
〃
と
、
印
行
事
は
も

ち
ろ
《
ん
魂
他
の
高
擬
籠
会
と
の

交
換
会
に
も
積
極
的
に
参
加
し

活
動
し
て
い
ま
す
。
●
連
絡
先

我
妻
缶
二
三
Ｊ
二
七
一
五

（
）

「
あ
あ
、
昔
、
こ
こ
で
遊
ん
だ
な
あ
…
と
、
子
ど

も
の
こ
ろ
に
山
や
野
原
で
遊
ん
だ
こ
と
や
、
汗
し
て

田
畑
や
山
仕
事
を
し
た
こ
と
が
、
盆
栽
を
見
て
い
る

そ
う
ま
と
う

と
走
馬
灯
の
ま
う
に
よ
み
が
え
っ
て
く
る
ん
だ
］
と
、

庭
で
手
入
れ
を
す
る
の
は
、
八
七
歳
の
市
村
辰
太

郎
さ
ん
で
す
。
庭
に
は
、
お
ち
ょ
こ
く
ら
い
の
鉢
に

植
え
ら
れ
た
松
が
何
十
鉢
も
、
ま
た
、
平
た
い
岩
に

か
え
で

土
が
盛
ら
れ
、
そ
こ
に
も
ツ
ッ
ジ
や
楓
な
ど
が
生
き

て
い
ま
す
・
市
村
さ
ん
を
知
る
人
が
、
「
ど
う
か
な
」
と

持
っ
て
き
て
く
れ
た
石
炭
や
鉄
の
採
取
の
際
に
で
た
、

岩
の
よ
う
な
カ
ス
に
も
芽
を
出
し
て
い
ま
す
。
「
浅入

た
つ
た
ろ
う

市
村
辰
太
郎
さ
ん

（
下
手
綱
）

浅い鉢や岩で｛

より自然の姿を
⑩(イキイキ横顔),紙面に登場じてくださ～い。＊連絡先＊市民活動課金23-2111内線262



高萩⑳昔語と

民俗■ ■■
こぶと じい

瘤取り爺さん

と鬼 (11)

志田諄一

まなく

真鍋 博さん
(上手綱）

(洋両）

》

ど

ち
よ
う
へ
い

こ
ろ
、
昭
和
一
八
年
徴
兵
で
従
軍
、
命
か
ら

が
ら
昭
和
二
○
年
二
月
に
復
員
し
ま
し
た
。

戦
後
の
混
乱
と
復
興
の
中
で
文
化
活
動
な
ど

も
、
細
ぼ
そ
と
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
私

い
っ
た
趣
味
を

関の置かれた国境の山や坂と虞歌
、 ； 、

舞音曲の結びつⅡきを示す話ぱ藤熟に
：鷺み齢と

もある。 『今誉物語集』巻第24の礪源
のひろまきのあそんおおざか 二と- .

博雅朝臣会坂の盲の群に行く語Jに
かんげん

は，管弦の道に熟達していた源博雅
、 、 ： 、 いおり

朝臣は,逢坂関に庵を造って住んで
. : せみまる ､ ; ､燕､､ " ､ ､ ､ . ぴわ ． .､ ， ､､ ;､ :震: :"

いた蝉丸と心｡蕊濱人が琵琶が迩讓毒､
あることを聞き，三年間も通い続け

りりうせん たくぼく

る流泉．啄木の秘曲を蝉丸から伝授

された話がみ見る。

《逢坂闇睡難式津鰈”島あ蕊； §、

つた関所で,山城国と近江国の国境
ふお すずか

にあたり，不破・鈴鹿とともに三関

といわれた交通の要衝であったbそ

の逢坂関には盲目の琵琶法師や芸能

の徒がたむろしていたのであ:るb" 州

『更級日記』"には，菅原孝標の娘

が昼なお暗い恐ろしい足柄山を越え

たとき，遊女が三人どこからともな

く出てきて，庵の前にからかさを立
、 ． ： ．

，､ , :

て,〆十四，五歳のrこはた』と”う
患鰯;… ” りん･垂"識‘ ‘；

遊女が,空まで響くような蕊と｡した

涼しい声で歌ったので， とても感動

した様子が記されている。そのころ

遊女はからかさを背負って歩き,客

があるとそれを広げて，その砥で歌
一一職, ' '

ったのである。足柄山にも遊女など

芸能の徒がたむろしていたのである。

も
た
な
い
私
に
は
、
何
の
す
べ
も
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
と
き
、
中
央
公
民
館
で
今
は
故

人
と
な
り
ま
し
た
が
、
伊
藤
龍
馬
先
生
の
絵

画
講
座
で
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
よ

う
や
く
少
年
時
代
の
思
い
が
か
な
え
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

も
と
も
と
優
れ
た
才
能
が
あ
る
わ
け
で
な

い
私
で
す
。
見
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
、
海
や

山
、
静
物
を
描
く
だ
け
で
し
た
。
そ
ん
な
時
、

モ
チ
ー
フ
を
変
え
て
み
な
さ
い
と
、
す
す
め

て
く
れ
た
の
が
長
山
義
一
先
生
で
し
た
。
そ

れ
か
ら
は
、
廃
坑
の
建
物
や
工
場
風
景
な
ど

を
描
き
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
三
年
前
に
ス

ペ
イ
ン
、
昨
年
は
イ
タ
リ
ア
へ
と
旅
を
す
る

機
会
が
あ
り
、
そ
こ
で
見
つ
め
た
中
世
、
ロ

ー
マ
時
代
の
建
造
物
に
感
動
し
、
自
分
が
心

の
中
で
求
め
て
い
た
も
の
に
、
よ
う
や
く
出

会
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
古
い

建
物
や
遺
跡
を
対
象
に
生
涯
描
き
続
け
て
い

と
う
て
い

く
で
し
ょ
う
が
、
到
底
、
高
萩
の
生
ん
だ
作

家
に
は
な
れ
な
い
だ
ろ
う
…
。

ー

Ｚい
鉢
や
岩
を
使
う
と
、
自
然
の
姿
を
よ
り
感
じ
や
す

く
な
る
ん
だ
ょ
。
自
然
に
は
え
た
草
も
そ
の
気
取
ら

な
い
お
お
ら
か
さ
が
、
な
ん
と
も
い
え
ず
好
き
な
ん

だ
］
と
、
草
も
む
や
み
に
と
り
ま
せ
ん
。

せ
ん
て
い

雨
が
降
る
日
は
、
剪
定
バ
サ
ミ
に
換
え
て
ス
ケ
ッ

チ
ブ
ッ
ク
と
色
鉛
筆
を
手
に
し
、
咲
き
誇
る
花
を
絵

に
し
ま
す
。
ま
た
、
用
事
で
出
掛
け
る
と
き
に
も
ス

ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
持
ち
歩
き
、
気
に
入
っ
た
風
景
に

出
会
う
と
鉛
筆
を
走
ら
せ
、
夜
に
は
、
そ
れ
に
絵
の

具
を
重
ね
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
い

盆
栽
を
始
め
た
の
は
、
の
っ
か
ら
？
と
聞
く
と
、

「
う
～
ん
、
確
か
農
業
を
や
め
て
、
時
間
が
で
き
て

ま

め
ん

か
ら
だ
よ
。
種
を
蒔
き
、
も
の
に
す
る
ま
で
盆
栽
は
、
面

ど
厚
っ倒

を
見
な
く
て
は
い
け
な
い
か
ら
ね
四
と
振
り
返
り

ぴ
わ

ま
す
。
若
い
こ
ろ
は
音
楽
が
好
き
で
、
尺
八
や
琶
琶

な
ど
楽
器
も
奏
で
ま
し
た
。
ま
た
、
早
朝
の
新
聞
配

達
を
八
二
歳
ま
で
の
四
○
年
間
、
自
転
車
で
続
け
て

き
ま
し
た
が
、
今
で
は
盆
栽
を
眺
め
る
の
が
楽
し
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。
小
さ
い
盆
栽
も
あ
る
た
め
、
毎

日
の
水
や
り
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
「
こ
れ
が
大
変
で
ね
、

一
、
二
時
間
か
か
る
な
凶
と
い
い
な
が
ら
も
う
れ
し
そ

う
に
木
々
を
な
が
め
て
い
る
市
村
さ
ん
で
す
。｢七十一番歌合｣にみえる琵琶法師

qロ まちづくりに地道な活動をしているグループ(まちづくりに一役/)や,身につけた技や趣味をもつ人



關

好記録漆続出
水泳大窪第4回少年水泳大会が， 8

月22日(木)，松岡中学校のプールで開かれ，市内の小・中学

生約260人が参加して， 日ごろの練習の成果を発揮しよう

と熱戦を繰り広げ，好記録が続出しました。

市民テニス大会(ダブルス）
が礎かれ霧 高萩市営テニスコートで，
8月25日(日)，市民テニス大会（ダブルス）が行われ，約60組

組, 120人が参加して，一般男子・壮年・女子の部で， それ

ぞれ熱戦を繰り広げました。

ー

”0人の謹待者が
決まる文化会館で行われる新東京

フィルハーモニック＆斉田正子コンサートのリクエスト曲

が350人から寄せられ， 8月22日附の抽選会の結果,100人

の招待者が決まりました。後日はがきで通知します。

義子市内史跡めぐり罵駕鯖:剰
めぐりが， 8月26日(月)，黒沢光壽さんを講師に約20人の参

加で行われ，北宿並木一本松や万葉の道，長久保赤水の墓

と生家，琵琶墓古墳，穂積家住宅などを見学しました。
（
）

高齢者大学の
「市政を学ぶ会」大久保市長を講師に迎え，

8月28日(水)，中央公民館の高齢者大学「市政を学ぶ会」が

開かれ，約200人のみなさんが，市の予算や計画などにつ

いて，熱心に話を聞いていました。

蜜年のつば密で
Sか国を誌謹オーストラリア， ニュージ

ーランド， インドネシアの3か国を，上君田の川崎美智子

さん(写真左から2人目)が， 8月7日㈱から12日間，県の

中堅青年海外派遣事業(青年のつばさ)で訪れ，異国の文化

を肌で感じてきました。

qp



ハ

II

I

‘ ,繍丸
ひろはる

鍵繊識繊難罵 大高博治さん撮影(島名）
蕊譲緯蕊捧終戦記念日の8月15日(和の

正午から，市民体育館前の戦没者慰霊碑で，関係者約100

人が1分間の黙とうと参拝を行い， その後， 中央公民館で

原爆や終戦の映画を鑑賞しました。

慰犠畿犠灘し髄 蛭田裕之さん撮影(大和町）

灘火六隻関根川河口で， 8月16日(御，
第10回記念とうろう流しと花火大会が行われ，夜空を彩る

レーザー光線や美しい花火， 2千個のとうろうの流れに，

夏の夜の楽しいひとときを過ごしました。

溌
）
一

謹零の袋蕊穴塞で

準蕊溌第34回全国空手道選手権大
会が， 8月3日仕)， 4日(日)の両日，大阪府で行われ，高萩

まさひろ

市から個人・団体戦に7人が参加，個人戦で花岡雅大君

(東小4年)がみごと準優勝するなど，優秀な成績を残しま

した。

お盆犠鑿謬鍾 柏義夫さん撮影(高萩）

‘豊津ぢこ"漉し大能地区で，数百年続いて

いるお盆様送りの“いちこ，，流しが， 8月161](flの夕募れ

に行われました｡この“いちこ”は昔，子守りやご飯の保

洲に使われたもので，約40個が流されました。
ー

､爵慈毒､ 、 : ず ： .､ふ頭 。、 、

讓溌室
唖 『己翠』鍔､ 亀 ､

篭溌蕊離蕊" .： ､ . :~ ．‘ . ' . " ' .．

…蕊

蕊
蕊

鰄溌織鱗癖

薑錬み繍驫蕊霧蕊蕊 KDD茨城衛星通信所で，
8月9H(ft), 14H(10, 21日(和の31mにわたって， アンテナ

や通信館で‘‘見て聞いて楽しく遊ぶ見学会 夏休み衛星
通信教室”が開かれました。

敷武騨蕊霧譲嬢習裳軟式野球の審判の基本を学
ぶ講習会が， 8月1811(l l)市営野球場で行われ、市長杯に参

加するチームやスポーツ少年団の指導者など約70人が参加
し，熱心に取り組んでいました。

⑬ あなたの写真や情報をお待ちじていま式 ＊連絡先＊市民活動課金23-2111内線262



のアベック出場司

嘉議率聯職が
灘議火識に鶴蟻第311ii1県吹奏楽コンクール

が8月24日仕1，県民文化センターで開かれ，高萩中学校が

金賞を受賞し， 9月16H(H1,群馬県前橋市で開かれる関東

大会の県代表に決まりました。

寵議凝議蕊蹴が 藤咲志麻さん撮影(上手綱）
溺顛大義一第311回|全日本吹奏楽コンク

ール茨城県大会が， 8月4日旧)県民文化センターで行われ，

高萩市民吹奏楽団が金賞を受賞， 9月15日(日)，群馬県前橋

市で開催される関東大会への出場が決まりました。

識§ー

]拭q品

ア謬蕊”チヤ… 神長三和子さん撮影(高浜町）

卜識ベル蕊蕊篭友好都市の山形県新庄市へ

むけ， 8月91 1t*)から2泊3日のll群で, "アドベンチャー

トラベル666(高萩・新庄間の往復即離)''が，市内の小学6

年生約140人が参加して行われました。

愈鍵顕鰯 木田恒夫さん撮影(島名）
あたご

鍵懸紳獄繊溌祭年に一度の大金田の愛宕神
社の例祭が8月5R(月)に行われ，今は廃絶した大金田のさ

さらの頭をバックに，記念写真を撮る地元のみなさんです。
（
》

淑

篭鍾識式野球大義田代彰さん撮影(高萩）
でべ興卜雛イト臆 第3811 11全国高等学校定時制
通信制軟式野球大会が， 8月13｢1(火)から神宮球場で開かれ，

tH場した高萩高校は熱戦を繰り広げ，みごとベストエイト

まで勝ち進みました。

臓鳥.農崎瀧燃零蔦蕊核兵器廃絶と世界平和を願
い， 8月6日(火)から15日(木)まで中央公民館で，広島・長崎

原爆写真展が行われ， たくさんの人が会場を訪れ見学して

いました。

⑭



ファーム(艇鳴)スティ

簔篝霧
スイス， ドイツ， オランダ

フランスの4か国を，中戸川の菊地佳子さん（写真左から

2人目)が， 7月23日(火)から12日間，第2回婦人農業土｢国

際農業体験研修」で訪れ， ファームスティなどを体験して
きました。

薑で覚る市政教室
目で見る市政教室が，夏休

み中の8月1日(木)に， 27人のみなさんが参加して行われ，

穂積家住宅や下水道組合，関口浄水場，大建工業北部衛
生センターなどを見学しました。

＝．

たかのり

蕊雲熱鋤河画か穆鍾菊地隆範さん撮影(東本川）

蕊までを探険 花貫川の源流をさぐる探険
講座が， 8月1日(和から2泊3日の日程で君田小学校をベ

ースキャンプに，河口から源流まで， 川幅や流れ，水温な

と・を調査しながら，市内の小学5年生約170人の参加のも

とに行われました。

率拳塗渥人選 小林静江さん撮影(育明町）
海外へ派遣市内の中学生12人の団員が，

高萩市国際交流協会の第2回海外派遣事業として， 7月27

日仕)から3泊4日のH程でグアム島を訪れ,国際交流に一役

を果たしました。
ー

;鄭鯵で＊臘惣鯨蝋藤 村田しげ子さん撮影(春日町）
中央公民館の版画クラブで

習った木版画の作品22点を集め，高浜町の須田とめ子さん

が小木津のユーノスで， 7月30日(火)から2週間， はじめて

の個展を開きました。

蕊選髪念テント村作戦 高萩警察署前と常陽銀行前
で， 8月5日(月)から8H(*)まで，夏の交通安全テント村作

戦が行われ，関係者約120人が参加して,連日，国道や県道

を走るドライバーに交通安全を呼びかけました。

⑮ あなたの写真や情報をお待ちじていま式＊連絡先*市民活動課缶23-2111内線262
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一

ざ

、

呂

一溌蓄蕊綴蕊蕊惑蕊鱗驚蕊蕊蕊 識議識蕊

一；
……………………″………－…

9月から英語指導助手に

ｹﾈｽ･ビｱﾝｺｳ先生登場 蝉綴

まちのなかには， さまざまな情報を

提供してくれる広告物があります。こ

のような屋外広告物を掲げるときには，

必ず市の許可を受けてください。

屋外広告物とは？

屋外で常時または一定の期間継続し

て公衆に表示される広告物で，看板，

はり紙，広告板，建物その他の工作物

などに掲げられたものをいいます。

屋外広告物は，設置場所や大きさな

と．を県条例で規制しています。

禁止区域…第1， 2種住居専用地域(島

名･小島団地など｡)，駅前広場，

道路や鉄道の沿線など。

禁止物件…街路樹，信号機， ガードレ

ール，郵便ポスト，歩道橋など

許可地域と許可申請

許可地域とは，原則として県条例に

基づく一定基準内の広告物であれば，

許可を受けて掲げられる地域です。こ

の地域に屋外広告物を掲げる場合は，

次の書類を都市計画課に提出し，許可

を受けてください。

○屋外広告物許可申請耆

○掲げる場所付近の見取り図

○広告物の仕様書と設計図

○手数料（茨城県証紙）

犯
す
先
く
す
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で
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川や海の汚れをなくして，健康的な生活環境をつくるため，下水道事業には多

額のお金を投資して整備を行っていますが，利用している家庭が少ないのが現状

です。高萩市では，下水道を使用できる家庭が3，537戸(7月現在)に達していま

す~が， そのうち利用している家庭は621戸(1,909人)で， まだ18パーセントです。

日立市と十王町を含めた組合全体としては29パーセント （7,671人）の家庭が利用
Lズいますもまだ水洗化していない家庭は,早めに指定工事店へ申し込んでください。

組合では,下水道工事をする資金の負担を少しでも軽減する意味で,融資制度(3

年以内)を設け,利子は当組合で支払う方法を取っていますので利用してください。

ここ

こうしてトイしが使翼るようになります

①計画を立てる･･･…便器は，和式に？洋式に？

②工事店を決める…指定工事店に工事見積もりの依頼。

⑧工事資金の検討…自己資金ですか？組合の融資あっせんの利用もどうぞ｡

④必要書類の準備…工事店が作成した排水設備計画(確認・変更)申請書を確認し
捺印して工事店へ。融資あっせんを受ける人は，次の書類の用意を。

○本人の印鑑証明書納税証明書，所得証明書。保証人の印鑑証明書
● ●

⑤工事の開始………トイレ，台所，風呂の器具の排水口から汚水ますまでの管布

設，便器とタンクの据え付け， そして水道工事。工事は2， 3日で済み，

トイレが使用できないのは1日くらいです。

⑥検査……………排水設備計画(確認・変更)申請害どうりに施工されているか

を組合が検査し，検査済証，及び融資あっせん決定通知書を渡します。

⑦いよいよ使えます…使用開始届けに捺印を(その他は，工事店が代行します｡）

⑧融資あっせんを受ける人は…融資あっせん決定通知書と印かん(保証人も)を持
って，本人と保証人で取扱い金融機関で手続きしてください。

巴二

驚謹蕪難篭驚醗曇幾
一

保険年金課

云23-2111

内線232

こんなときは ｜ この届け出を
二
第
一
号
被
保
険
者
の
人
で
、

20歳になったとき（自営業学生の人） 資格取得届（1号該当）

60歳前に会社をやめ，厚生年金(または共済組合)を資格取得届(2号→1号）
ぬけたとき

就職し，厚生年金(または共済組合)に加入したとき資格喪失届(1号→2号）
第3号被保険者該当届

結婚してサラリーマンの奥さんになったとき (1号→3号）

市外に転出，転入したとき 転出届と転入届
より高い年金を受けたいとき 付加保険料申し出
障害年金の1級か2級を受けられるようになったとき 法定免除該当届
生活が苦しくて，保険料が納められないとき 保険料免除申請

第者ご主人が，会社を退職したとき 種別変更届(3号→'号）
三のご主人が，転職したとき 種別確認届
号人奥さん自身が就職して，厚生年金(または共済組合） 資格喪失届(3号→2号）
被でに加入したとき
保、‐

険 警書んの収入が増えて､ご主人の拡養からぬけたと種別変更届(3号→'妹、
……州廼Ⅵ州心"w低M心"いがⅣ四Vﾊ心Ⅵvww州心ﾊ心(v心ﾊｰv魁M心vいいﾊvがﾊ心"wvいⅣ魁､州心"､心Ⅵ砧心4州心"､心"､心ﾊ心ﾊ心"､心ﾊ心"w低vいⅣZ

⑯
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もよぁし 【敬老のつどい
しようらいそう

松籟荘

K魂たの体力年齢はいくつ？

⑳ 蚕西二面弱羽市民体育館
●一一一-一一一一一

念24-02
可
Ｊ

Ｆ
Ｌ

と き 9月16日（月） 午後2時から

ところ特別養護老人ホーム｢松籟荘」

内容手品，おはやし，踊りなど

送迎バス午後1時30分…高萩駅前発

午後4時30分…松籟荘発

市民体力テストを行います。 1人の

測定は， 1時間程度で，無料です。

と き 9月29日旧）

午前9時から午後5時まで

ところ市民体育館

対象者30歳から60歳までの男女

服装運動のできる服装。靴は体育

館で使えるもの

申込期間 9月10日㈹から24日㈹まで

に，直接または電話で。

盤_亜少福祉事務所念23-2111
、
Ｊ

Ｆ
Ｌ

と き 9月15日（日） 〈敬老の日

午前9時30分から

市民体育館 叱誕人権の無料相談会
鴇勤醸｡"-"'関鋤●-－一

ところ

い4回体力つくり市民歩く会

"三國市民体育館

と き 10月15日（火）

午前9時から午後3時まで

ところ市民センター

内容○行政に関する苦情や要望など

○土地，相続， お金の貸借など

相談者行政相談員，人権擁護委員，

法務局職員

【
一
Ｊ

戦没者追悼式
と き 10月10日(和<体育の日＞

（小雨決行）

出発時間午前8時30分市役所発
嘩め り がふち

コース市役所→名馬里ヶ淵→市

民体育館(往復17.5km)

参加料無料（各自，昼食の用意を）

③福祉事務所壷23-2111内線
一

10月8日（火） 午前10時から

文化会館 毒

と き

ところ

牛乳パック回収の収喬余は

： 県の社会福祉協議会へ 讐

蕊議巨
亘

二

二

二 はまなす生活学校
三 三
三 大森キク壷22-3958 冒
冒

亘
冒 己

冒 昨年から牛乳パックの回収に取り組旨
三 三

三んでいる県生活学校連絡会とダイナミ ニ
ニ

亘 ツクいばらき協会(県の事業体)は， 7 言
二

三 月17日㈱に｢社会奉仕のために｣と，収三
三

言益金5万円を県社会福祉協議会に寄付二
三 己

冒 しました。これは，環境問題や資源保旨
苣

冒護の視点から回収された牛乳パック38 二
言

冒万枚から･の収益金です。 三
目

二 その中には，高萩市のはまなす生活三
三

冒学校（大森キク会長）が中心となり， 三
三

冒市民のみなさんに呼びかけて回収した言
三

三牛乳パック2万3千枚も含まれていま 二
三

冒す。高萩市では， その後も回収枚数が三
三

旨増え， 8月には， これまで最高の約8 冒
言 三

三千枚も寄せられました。これは，市民言
二

三のみなさん， そして茨城トヨタ自動車言
呂 二

冒㈱の協力が大きいと感謝しています。 冒
己

言 これからも牛乳パックは， 中央公民館二
三 亘

冒か松岡地区公民館へお持ちになり， 回二
三

冒収運動に協力してください。 呈
亘 冒
勿m01 0Ⅱﾛl l0 lU Ul lnl0 UI 0I旧l l0 lDl ﾛⅡﾛⅡ001 U U01 0I旧I IU lO 0 Dl旧l lp lO 01 1p lp 01 01 101 1侭

詞しらせ日は

功高萩市選挙管理委員会(庶務課内） 壷23-2111内線31
【，

11月22日(金)に任期満了となる高萩市

議会議員の一般選挙が，次のように決

まりました。

投票日 10月27日(Ⅱ）

告示は， 10月20日旧）

市議会議員立候補予定者の説明会

と き 10月3日附午後1時から

ところ市役所3階会議室

用意するもの印かん

〔震口浄水場が完成しました
砂関口浄水場 念24－1

●
一

昭和61年度から上手綱の関口地区に建設を進めてきました関口浄水場が完成

(一期工事)し， 5月から通水を開始しました6関口浄水場の完成により， これま

で上水道の給水地区内でありながら未給水だった上手綱の北西部や望海地区にも

給水できるようになりました。 また， これまでの第一浄水場から給水されていた

地域のなかで，水圧低下や一時断水状態であった地区にも十分に給水できること

になります。給水能力は， 1日5,350立方メートルで，平成9年度には1日10,700

立方メートルの給水が可能になります。

高萩市の水道は，昭和48年4月に給水を開始しました。以来，住宅や工業団地

の造成などにより人口が増加し，それにともなって水道の給水量は増加の一途を

たどり， これまでの第一浄水場の能力（給水能力は1日9,000立方メートル）が，

限界に達していました。そのため花貫川を水源とするこれまでの施設に加え，新

たに大北川に水源を求めて関口浄水場の建設を進めてきました。

懲悪難戦｡『＊
⑰ 高齢者交通安全運動は,9月1旧㈱から20日園まで/秋の全国交通安全運動は,9月21日出から30B(月)までで式
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【K=業祭に出品脈ださ｡
〉商工観光課霊23-2'''鰯:I農林課

●一一一一一

祭平成3年度文化

教育委員会 切壷23 113
可
Ｊ

Ｆ
Ｌ

☆展示部門☆警示期:蝋巽馴麓臨℃産業祭への出品物を募集しています《

産業祭11月16日比), 17日(日)の2日間

ところ市民体育館， 中央公民館

締め切り所定の申請用紙に記入して，

○商工関係は， 10月5日仕）

○農林関係は， 10月31日（木）

までに。

◇規格等

◇種類

◇申込

:一人1点， 50号まで。必ず額縁に入れること。

：日本画，油彩，水彩，版画

:10月29日(火)までに，真鍋博(E23-0412)'､

美 術

◇規格等

◇申込

自分で3年以上管理・作成した盆栽。 ＊先着5点

10月18日(封までに，柴田育甫(S22-2771)"､
盆 栽

◇規格等：バッグ， インテリア， その他革工芸品で未発表のもの

＊一人2点以内

◇申込:10月18日絵)までに，小室公平(a22-5773)'､

芸革工

K健康つくり教室
◇形式等：当季雑詠5句。 ＊兼題「萩」 3句。

◇申込：10月18日窃までに官製はがきで，山口安一（安良川30

壷23-2201）へ

◇その他：選者…いばらき俳壇選者石井双刀，鷺孝童

市民体育館

俳 句
、
Ｊ

Ｆ
Ｌ

と き 10月14日(月)から18日(金)， 21日

（月）， 22日(火)までの7日間

時間午後7時から9時まで

ところ市民体育館と高浜運動広場

対象者一般のみなさん

募集人数30人

受講料1,000円

申込期間受講料を添えて, 10月1日

（火）から8日(火)までに。

◇規格等：作品内容は自由， ただし仕上がり寸法は， たて212cm,

よこ61cm以内とし，表装．額装のこと。

◇申込：10月29日(火)までに，荒井豊流(壷22-2310)へ

◇テーマ・種類：自由

書 道ー

◇資格

◇申込

◇連絡先

市内の幼稚瞳l,保育所(m),小・中学生

10月19日仕)までに，中央公民館へ

若松健一(壷22-2417)へ

児童絵画

◇規格等：一人2点以内， 白黒またはカラー。テーマは自'11． 4

ツ切以上で必ず額装またはパネル張りにすること。

◇申込:10月29日(火)までに，下村哲(S23-7453)"､

写 真種防火管理者

資格取得講習会『
☆発表部門☆曾表期：

11月2日仕)から4日(月)まで

文化会館ホール高萩市･十 ｗ
王
不
犯

且合消ド

念ｸｸｰ
一
Ｊ

◇出演内容について， ご連絡ください。

◇申込: 10月12日仕)までに，原瀬美子(a23-2302)"､
琴

と き 10月24日(和と25日鬮，午前8

時30分から午後4時30分まで

ところ勤労青少年ホーム

募集人数5()人

受講料3,000円(教材代）

申込期間 10月1日伏)から18日㈱まで

に，直接または電話で。

◇曲

◇申

目 ：自由

込：10月12日出までに官製はがきで，吉田千代乃（上手綱

873－4念23-4345）へ

日 舞

自由

10月12日(土)までに官製はがきで

59壷22-2202）へ

◇曲 目

◇申込
（
》 樋渡喜一(大和町2－民 謡

第3夜『ｻｯｸｽの響き
○出演猪俣猛トリオ，佐藤達哉

○開演午後6時30分

○入場料3,000円(当日券）

※入場券は，文化会館のみ発売

高校生以下2,500円

(各当日500円増）

○入場料一大人 1,5001｣j

中学生以下1,000円

プレイガイド －●●－－q］●

田所書店，仲屋書店，㈲上島名ねもと， コミュニティストア高浜やおけん，野木

商店， ピアノマート(磯原)， 日立市民会館， 日立シビツクセンター，文化会館

⑱－テレフォンサービス「市政案内」は23－1151 ． 1152です－
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口口 21回高萩市民号あしかが みなかみ

太平記の里"足利"と水上温泉の旅

含23-2111内線26功市民活動課
●一一一一一一一一

鱈手

段宅
垂 己

鱈手

段宅
垂 己

『『

と き 11月22日閏,23日出勤労感謝の日

ところ栃木県足利市

○NHK太平記のオープンセット

○復元したばかりの足利学校
ばんな

○足利氏ゆかりの寺｢擾阿寺」

群馬郡水上温泉,ホテル聚楽(泊）

募集人員240人

申込受付現金を添えて市役所受付．

または,高萩駅旅行センター蓼、

費用大人 27,700円

子ども20,000円

行程 1日目〔11月22日燭〕

高萩一一｣､山一足利(昼食） バス
(7:30）

太平記ｵｰプﾝｾｯﾄバスgg,峰驚一些圭
鮒等バス （13:30） （13:50）＝水上温泉着
（14:30）

2日目YIfM23日仕)]
水上温泉=≦=鮭i害水沢(昼食)竺筌

（9:㈹） （10:00 10:40） （12:30 13:20）

前橋一=一一ゴ｣、山一高萩

毒銃王患閉庁は｡蝿で魂:: : ; i ; :.;･;､
!蕊蕊 ， :窯

蜜篭麓詠■母23-2111㈹

盤:で説●g葱の土曜閉庁は，

､足

|| |騨迩鍾詠"証23-21刑㈹

(19:00）15:帥）

い養・スポーツ講座を開きます

行政相談

とき9月19日体)と26日休）

午後1～3時

ところ市民相談室

担当市民活動課 内線261

交通事故相談

とき9月18日永午前10～午後3時

ところ市民相談室

担当市民活動課 内線261

健康・育児相談

とき毎週月曜日 午前9～11時

ところ保健センター 念24-2121

ことばの教室

日時を電話で打ち合わせてください。

ところ高萩小学校 念23-4240

心配ごと相談

とき毎週木曜日 午後1～3時

ところ市民センター 念22-5683

担当社会福祉協議会 内線354

家庭児童相談

とき毎週火曜日 午後1～3時

‘ところ市民センター 念22-5683

担当福祉事務所 内線352

補装具の巡回相談

身体障害者手帳とハンコを持参のこと

とき9月27日鬮 午前9～12時

ところ北茨城市心身障害者福祉セン

ター 念43-3115

担当福祉事務所 内線353

子ども相談

日時を電話で打ち合わせてください。

ところ教育委員会指導課査23-1131

｢言T目頁愚扉壺雨而
漁国民年籍………(9月分’
_塾1-9月30B(月,までです－

９月の税納

う勤労青少年ホーム 念23-71

＝.
『
》

受講資格市内に居住

または勤務する

独身の男・女

申込期間受講料を添

えて， 9月17日

㈹から10月5日

仕)までに。

（教養講座は，3

か月分の受講料）

受講料
(教材費を含む）

(月額） 11500円

(月額) 1,000円

(月額) 3,000円

(月額） 1,500円

(月額） 3,000円

(月額) 3,000円

4,000円

講座名曜日期 間 時 間

茶 道 火

着 付水 10月から

パソコン 水平成4年3月
午後6時30分

圭

：蒸本鵜(卿) ､鍾
冒

料

生 花金 （2時間）

短期ﾜｰプﾛ|火~金10月搦獣‘

10月から

平成4年3月
午後6時30分

から

8時30分

まで

（2時間）

(鯉協）

定員

20人

20人

12人

20人

各15人

20人

15人

教
養
講
座

教
養
講
座

|蕊に

座講
ポスツー

ニス士旧韻調群､‘靜鱗稲30人

ルフ火.木韻粥関‘｡ら午後6時30分鵬 15人8時30分

｜円
円

０

０

０

０

０

０

３
Ⅲ

／ 、

9月8日(日）

9月22日(日）

9月29日旧）

10月6日（日）

10月13日旧）

君田小と君田中(合同運動会) ，松岡中，秋山中

松岡小，高萩中

高萩小，東小，秋山小

第一幼稚園，東幼稚園

秋山幼稚園，松岡幼稚園
ー

雷
』

ありがとう ＊＊＊＊＊

（本町）
よしてる

豊田吉晁さん (高萩） ○石俊一郎さん○

の 100,000円 香典返しの一部

窓o五十嵐トミさん （下手綱）

‘ 、排鞭誰訴譽……
200.000円 香典返しの一部

ま り こ

＊ 菊地由美恵さん
＊

1,000円 社会福祉へ
＊

＊

51o月の日曜当番医⑦

1,000,000円 社会福祉へ

○柴田菊代さん （上手綱）

200,000円 香典返しの一部

圏寄贈／市内の各保育所へ

○JROB婦人会
ぞうきん

雑布

人□と世帯一
F L

－ 、

前月比

(-14）

(-11）

(－3）

(＋4）

一

口
帯

男
女

人
世

35,319人

17，413人

17,906人

10,947世帯

時間は,いずれも午前9時から午後4時までで魂 ー8月1日現在

⑲

6日

13日

日

27日

立花医院

戸医院

十王医院

内田病院

飯島医院

東本町

安良川

十王町

大和町

大和町' 22-2235

22-3512

23-2318

32-3266

22-2137



ー

ドの煙りで涙がポロポロ。それを見守

るお母さんたちは，ハラハラの連続。

でも，そのカレーライスは,「おいしい

わ』とお母さんたちから合格点をもら

いました。中学生まであと半年， もっ

と楽しい思い出いっぱいつくってネ。

い
出
に

「目が痛いよ～J 「大丈夫？替わる

？」－7月26日(金)，高萩小学校で，

サマースクール（1泊2日）の夕食，

カレーライスを作りました｡ 6年生の

男の子も女の子も，野菜の皮をむき，

慣れない包丁に悪戦苦闘。さらにカマ

萩
小
学
校

／

心
吐
坤
嘩
瞳

市民憲章（
》 フシグロセンノウ

（なでしこ科）

温帯から暖帯の地方に分布し，

山地の林の下に多く見られる多年

草です。大能や若栗より北西部に

自生し，花は旧盆のころ咲くので，

以前は墓や仏壇に供えられました〔
おうさか

別名は，逢坂草です。

1． 自然をたいせつにし，美

しいまちをつくりましょう

1． きまりを守り，明るいま

ちをつくりましょう

1．礼儀を正しくし， うるお

いのあるまちをつくりまし

ょう

1．元気で働き，豊かなまち

をつくりましょう

1．思いやりのある，あたた

かいまちをつくりましょう

窪

鍵蕊
篝

窯息
蕊識蕊熟議i豊騨群議§灘羅織騨識識騨醗蕊蕊議諜識§識灘蕊.､ ． ､…･･倉

」
高萩山草会提供、

市民吹奏楽団と高萩中学校編集後記明社会と小島団地で造つたう
が，吹奏楽コンクールの関東大会へ初 ラワーロードに， カンナの花が咲いた、

のアベック出場を決めた。聞けば，時 張り巡る雑草を取るなどの成果だ｡市役

々，合同練習をしているという。仕事 所にも季節の花や鉢植えが寄せられ，

や勉強，遊びにいそがしい夏休み中の 訪れる人の目を楽しませてくれる｡それ

きびしい練習に頭が下がる思いでした。 ぞれが出来る範囲で環境を考え,行動に

もっとこういう交流を各方面で深めて 移している。だれもが意識したらゴミ

いけば，全国大会も夢ではない｡ (春） が散らばることもないよね。 （ヒロ）
ク認定のこの市報は，工コマ

再生紙を使用しています。

i雛轍総織撫辮蕊織蕊蕊鍵蕊鋪騨職灘騨繊蕊灘熱蕊簿蕊騨澱職藤” @D


